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地域循環共生圏（熊本県南阿蘇村）
～ 湧水や自然景観を活かした地域活性化 ～

観光客・都市圏住民

移住者・外部人材

東海大学との連携

・草原再生協議会との連携

・世界文化遺産登録に向けた

取り組みとの連携

「誰もが住みたい住み続けたい南阿蘇村」を実現
大きなポテンシャルを活かし、新たなビジネスの創造や

地域経済の活性化・経済循環を拡大！

新たなビジネスの創出 熊本地震からの創造的復興

温泉（地熱）

地形特性（火山地帯、火口瀬（風力）、河川（水路）など）

【課題】

・脱炭素社会の実現・ＣＯ2削減

・エネルギー資金の地域外流出の抑制

・災害に強いエネルギーシステムの構築

間伐材、木材（端材）

公共交通機関の電化等
（電気バス、電気（水素）列車など）

小水力や地熱、風力などの再生可能エネルギー活用
（木質バイオマスボイラー、温泉熱を利用した農業など）

エネルギーの地産地消

地域エネルギー会社設立
（電気、熱など）

水源涵養・地下水保全

豊かな湧水
（白川水源、南阿蘇村湧水群）

地下水や水田保全の取り組み
・地下水を守るん田プロジェクト

・水田お助け隊プロジェクト

・地下水涵養（草原）定証事業 など

水資源維持（水源涵養）に協力する企業

雨水浸透率の高い広大な草原

【課題】

・熊本都市圏100万人の水資源を維持

・九州の水がめとして、広大な草原を維持

資金・技術

都市圏
（熊本都市圏・福岡都市圏など）

地域資源を活用したサービス提供

・草原景観、水資源

・安全、安心な食品

・自然を活用したアクティビティ など

湧水を活用した特産品生産
（水前寺のり、ミズゴケ、やまめなど）

あか牛の周年放牧（eco beef）

東海大学

の研究

世界ジオパーク認定
（南郷谷ジオサイト、立野峡谷ジオサイトなど）

新たなインフラ整備
（新阿蘇大橋、立野ダムなど）

インフラツーリズム
（フットパス、工事現場見学など）

修学旅行誘致

防災・教育旅行誘致

峡谷ツーリズム
（フットパス、カヌーなど）

トロッコ列車の活用
（そば列車、ビール列車など）

【課題】

・熊本地震による甚大な被害

→観光業及び地域農業の衰退

・人口流失、高齢化・過疎化の進行

震災ミュージアム

震災遺構

南阿蘇鉄道
（トロッコ列車）

広大な草原景観・火山景観
（カルデラ、草千里、中央火口丘など）

【課題】

・野焼きの担い手不足

→草原維持の危機、草原面積減少

・草原維持による生態系保全

・自然景観（草原）維持に向けた資金確保

世界農業遺産認定
（阿蘇の草原の維持と持続的農業）

草原に関する教育や活用
【教育】

自然科学などに関する体験学習

【活用】

グランピング、焚火ツアーなど

希少野生動植物
（オオルリシジミ、ハナシノブなど）

野焼きコイン（地域通貨）の導入
（野焼き参加者に熊本だけで使える通貨を提供）

野焼き担い手支援、負担軽減
（担い手育成、ボランティア派遣、

輪地切りロボット・火入れロボット開発など）

草原・自然景観の維持による地域振興

凡例 地域資源 事 業 成 果

草原を活用したアクティビティ
（トレイルラン、ＭＴＢ、ロゲイニングなど）

南阿蘇ブランドの確立
（あか牛、トマト、アスパラガスなど）

【課題】

・社会状況の変化（過疎化、高齢化）

・潜在的なポテンシャルを活用できる仕組みづくり

・地域内での産業創出、雇用の確保（人口流出の抑制）

豊富な農畜産物
（あか牛、阿蘇高菜、高原野菜など）

資源としての草原

グリーンツーリズム
（牧野レストラン、ジビエ料理提供など）

都市農村交流の促進
（観光農園、農家民泊、体験農業など）

未利用公共施設の活用
（コワーキングスペース、合宿誘致など）

草原・野草の資源化
（カヤ材、ススキビール、

野草堆肥、健康食品（サプリ）開発など）

地元住民（農家）

ベテラン人材

ペンション

旅館
未利用公共施設
（廃校、旧庁舎など）
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